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研究成果の概要（和文）：多嚢胞性卵巣症候群(PCOS)の診断における血中AMHとインスリン抵抗性(IR)の意義を
検討した。PCOS患者(n=114)のAMH値は、正常女性(n=95)よりも高かった。PCOSの病態に関与する因子26項目中で
12項目がAMH値と有意に相関していたが、IR関連因子には相関がなかった。多変量解析では卵巣体積のみが有意
な相関を示した。PCOSの診断においてAMHは卵巣所見の補助に用い、特異度の高いカットオフ値が適切であり、
9.0 ng/ml (感度32.5%、特異度88.4%)または10.0 ng/ml(感度24.6%、特異度92.6%)が妥当と思われる。

研究成果の概要（英文）：We studied the significance of serum Anti-Mullerian hormone and insulin 
resistance (IR) in the diagnosis of polycystic ovary syndrome (PCOS). Serum AMH level was higher in 
PCOS than in normal cyclic women. Correlations between serum AMH level and various endocrine and 
metabolic factors (26 factors) were analysed in PCOS and 12 factors showed significant correlations 
with AMH although IR did not show significant correlation. Only ovarian volume showed the strongest 
positive correlation (r=0.62) with the serum AMH level on multiple regression analysis. A cut-off 
value of 10 ng/mL had a high specificity of 92.6%, although the sensitivity was low (24.6%). The 
serum AMH level could be a surrogate for ultrasound findings of the ovaries in the diagnosis of 
PCOS.

研究分野：産科婦人科学、生殖内分泌学
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１．研究開始当初の背景 
 多嚢胞性卵巣症候群(poly cystic ovary 
syndrome : PCOS)は、女性の 3〜5%、月経不
順患者の７割以上を占め、多彩な内分泌・代
謝異常を有し、生活習慣病のリスクも高い重
要な症候群である。特有の治療法や長期的な
管理が必要であるため、的確に診断を行うこ
とが重要となる。しかしながら、PCOS の診断
において必要とされている多囊胞卵巣所見
の判定の客観性が問題とされている。一方、
近年血中抗ミュラー管ホルモン(AMH)濃度の
測定が可能となり、PCOS では血中 AMH 濃度が
高いことが報告されている。また、国内外に
おいて、PCOS の一部にインスリン抵抗性が関
与していることが明らかになり、サブグルー
プを分類する必要性があると思われる。 
２．研究の目的 
 PCOS の診断基準の改善のため、血中 AMH と
インスリン抵抗性の意義を明らかにするこ
とを目的として本研究を計画した。具体的な
目的は下記の３つである。 
(1) PCOS 患者の血中 AMH値を正常女性と比較
する。 
(2) PCOS 患者の血中 AMH値を規定している因
子について、インスリン抵抗性を含めて網羅
的に検討する。 
(3) PCOS診断におけるカットオフ値を設定す
る。 
３．研究の方法 
(1) 正常月経周期女性と日本産科婦人科学
会の PCOS 診断基準で診断した多囊胞性卵巣
症候群(PCOS)患者の血液検体を収集した。施
設内の倫理委員会の承認のもとで、インフォ
ームドコンセントを得て正常月経周期女性
95 名（control 群）と PCOS 患者 114 名（PCOS
群）の血液検体を収集した。血中 AMH は、再
現性の高い Elecsys AMH を導入して測定した。 
 (2) PCOS 患者の血中 AMH 値を規定している
因子について検討した。PCOS 患者 114 名を対
象として、PCOS の病態を形成する因子として、
多項目を網羅的に抽出し、LH,FSH,LH/FSH,テ
ストステロン,アンドロステンジオン
DHEAS,DHEA,E1,E2,E1/E2, イ ンスリン , 血
糖,HOMA-IR,Tg,LDL コレステロール,血圧（収
縮期・拡張期）,OVPO(平均卵巣体積),月経異
常の重症度（無排卵月経、奇発月経、無月経）,
多毛の有無,ニキビの有無,ウエスト,ヒップ,
ウエスト/ヒップ,BMI,体脂肪率を検討の対
象とし、これらの臨床情報を PCOS 患者 114
名の診療録から抽出し、血中 AMH 値との相関
を検討した。相関関係の有無は 、正規性と
分散を考慮の上、スピアマンの順位相関係数
検定、ピアソンの相関係数の検定を行い有意
な相関がみられた因子を抽出した。 
(3) PCOS 患者の血中 AMH値を規定している因
子について、多変量解析を用いて検討し、診
断におけるカットオフ値を設定した。 
４．研究成果 
(1) PCOS 群の AMH 値(8.35±8.19ng/ml)は、
control 群(4.99±3.23ng/ml)に比べ有意に

高かった(P<0.01) (図 1)。control 群では年
齢とAMHの間に強い負の相関関係(r＝-0.54、
P<0.01)がみられたが、PCOS 群ではみられな
かった。重回帰分析では、血中 AMH 値は、年
齢および PCOS の有無の両者から独立した影
響を受けていた(偏回帰係数、年齢：-0.212、
群分け：0.282)。 
PCOSでは血中AMH濃度が高いことが明らかに
なった。また、PCOS 患者で AMH と年齢との相
関が有意ではないことから、PCOS 患者では年
齢以外の因子の影響が大きいことが明らか
になった。 

 

 図 1  PCOS 患者の血中 AMH 濃度 

 

(2) PCOS 患者の血中 AMH値と最も相関が強か
った因子は平均卵巣体積(OVPO)であり、相関
係数はｒ=0.618 であった。また、LH、LH/FSH
比、テストステロン(T)、遊離 T、アンドロス
テンジオン、TG、LDL コレステロール、ニキ
ビの有無、身長、体重、BMI にも有意な相関
があった。一方、インスリン抵抗性に関する
各因子(図 2)や副腎性アンドロゲンは AMH と
の相関が無かった。PCOS 患者では AMH とイン
スリン抵抗性、年齢との相関が有意ではなく、
卵巣体積等の因子が PCOS 患者の血中 AMH を
規定していることを明らかにした。 

 

  図 2  AMH とインスリン抵抗性の相関 
 
(3) PCOS 患者の血中 AMH値との相関が有意で
あった因子( (OVPO)、LH、LH/FSH 比、T、遊
離 T、アンドロステンジオン、TG、LDL コレ
ステロール、ニキビの有無、身長、体重、BMI)
を多変量解析にて検討した。その結果、AMH
の独立した規定因子は OVPO のみであった。
AMH の診断能を ROC 解析で検討したところ、
最適のカットオフ値は7.33ng/mlと算出され
たが、AUC は 0.633 と 0.7 を下回っており、
感度と特異度を両立できなかった (感度



44.7%、特異度 76.8%)。診断基準の中で AMH
を用いるには、特異度が高いカットオフ値を
用が適切であり、9.0 ng/ml (感度 32.5%、特
異度 88.4%)または 10.0 ng/ml(感度 24.6%、
特異度 92.6%)が妥当と思われる。 
 
表 1 PCOS 診断における AMH カットオフ値 

    

 PCOS の診断における AMH の位置付けは、現
在の診断基準の卵巣所見の項目の不備を補
うものとすることが考えられ、その場合のカ
ットオフ値は 9.0 ng/ml 以上、または 10.0 
ng/ml 以上に設定することが妥当と思われる。
一方、インスリン抵抗性に関する各指標は
AMH とは全く相関しないことから、BMI 等に
より診断基準のための位置づけを検討する
必要性があると思われる。 
 以上、PCOS の AMH 値を多角的に検討し、診
断における位置付けおよびカットオフ値の
案を設定した。 
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